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実施年月日 令和元年度 第１回巻地区公民館運営審議会 

令和元年７月１日（月）午後 3：30～5：15 

会  場 巻地区公民館 ３F 小ホール 傍聴人  0 人 

出 席 者 

・委 員（８人） 

福島議長，太田委員，小川委員，小林委員 

高橋委員，土田委員，本間委員，吉原委員 

・事務局（１２人） 

・巻地区公民館：田村館長，山上，笹川（峰岡公），小林（漆山公） 

・岩室地区公民館：田島 

・西川地区公民館：金内館長，外河 

・潟東地区公民館：本多館長 渡辺  

・中之口地区公民館：田沢館長，内田 

審 議 案 件

（１） 平成３０年度 公民館事業評価について 

平成３０年度 公民館事業報告について 

（２） 平成３１年度 新潟市公民館事業の基本方針について 

（３） 平成３１年度 公民館事業計画について 

（委員と職員の自己紹介、正副議長の選出、福島議長あいさつ） 

以下，審議された議題について記載する。 

審議概要 
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福島議長 
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（１） 平成３０年度 公民館事業評価について 

平成３０年度 公民館事業報告について 

＜資料１及び資料２について併せて説明（以下各地区館同じ）＞ 

 巻地区公民館の説明が終わりました。 

 ご意見はありませんか。 

 資料の作成について、資料１と資料２を見るのは難しい。合わせた資料に出来

ないか。 

 今後の検討課題としたい。 

 コミュ二ティコーディネータ養成講座を１４回開催された方はどのような状

況でしたか。 

 最初の参加者は２１名で１４回を全部受講された方は１０名ほどとなり、間

瀬地区の方は５から６名となりました。 
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保育者集会の参加人数が６人と少ないがどの様な講座でしたか。 

幼児期家庭教育など事業実施の際に親子で参加する場合にお願いする保育者さ

んの研修会ですが、日中であり、参加される方が少なかったものです。 

 私はこの講座に参加したのですが、内容は保育者には大変良い講演会でした

参加できなかった方に伝達することが必要です。 

 この講座の補足説明をさせていただきます。保育をする際に統一した保育の

仕方を勉強する講座で、開催前に保育者と日程調整をして出席者が多い日に開

催をするようにしているのですが、今回保育者の方の出席が６名だったと言う

ことです。 

講座後の資料整理、伝達の方法など考えていただければと思います。 

 今後資料整理、伝達方法も検討していきたいと思います。 

 それでは、岩室地区公民館からの説明をお願いします。 

 資料１、資料２について説明する。 

 岩室地区公民館からの説明が終わりました。 

 ご意見はありませんでしょうか。 

 発達障害は、１５人に１人位はその可能性があるとされているので、このよう

な事業は維持して次年度も継続していただきたい。 

 事業の２～３件の廃止が報告されたがサークルが出来たからですか。 

 １８ページ事業№２６の総おどり体操で介護予防と健康づくり、№２７の認

知症サポート養成講座、№２９パッククッキング「春のおもてなし料理」は自主

活動等となり公民館事業としては廃止となりました。 

 公民館が計画して事業を３年ほど支援を行い、参加した方が主体になりサー

クル活動として移行し展開できることは良いことと評価できる。 

 №２３、２４の発達障がいの講座は、参加することが楽しみ、生きがいになっ

ていると話す参加者が多い講座です。参加者で悩みなどを共有できていること

がすばらしい。３人のスタッフについてはここに参加することで学びの場にな

っています。欲を言えばもう少しスタッフが増えれば良いと思っています。 

 アンコールふるさと講座は間瀬地区で２回開催されているが同じ内容です

か。 
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 №４は開催時期が遅くなり山野草が終わってしまい見れなかったので、№７

で再度３月の春に講座を開催しましたが、２回目も雪で山野草は見ることがで

きませんでした。 

続きまして、西川地区公民館より説明をお願いします。 

 資料１、資料２について説明する。 

 西川地区公民館の説明が終わりました。 

 ご意見等はありませんでしょうか。 

 私もこの事業に関わっているので、６ページの評価シートの３、家庭の教育力

の向上を支援する事業の評点の有効性の記載で西川地区の参加者が０人であっ

たと記載がありますが、地元への周知方法はどのようにしていますか。 

 昨年は、区だより、子育て支援センター、保育園はチラシの配置をお願いして

います。 

 この講座はためになると口コミで地元へ広めてはいかがでしょうか。 

 宣伝はしたのですが、手を挙げてもらえませんでした。 

 高齢者学習支援事業の西川健康クラブの予算はどのようになっていますか。 

 基本は、指導いただいている県レクリエーション協会が宝くじ補助金を利用

し行っており、公民館で対応しているものは案内チラシの配置と会場の提供程

度です。健康寿命の延伸という地域課題に沿った事業であることから、協会と老

人クラブと公民館が３者共催で行っています。 

潟東地区公民館より説明をお願いします。 

資料１、資料２について説明する。 

 潟東地区公民館の説明が終わりました。 

 ご意見等はありませんでしょうか。 

 事業の見直しをした結果、現在報告の事業を行ったと言うことでよろしいで

しょうか。 

その通りです。 

新規事業はないようですが、事業は毎年見直しをして、新しい事業を計画して

いただきたいと言うことが委員の皆さんの考えだと思います。 



潟東地区 

公民館長 

福島議長 

中之口地区 

公民館 

福島議長 

髙橋委員 

中之口地区 

公民館長 

福島議長 

巻地区 

公民館長

福島議長 

 報告の中で新規事業はありませんが、新しい試みとして、昨年ワクワクドキド

キクラブに参加していない子どもたちに声掛けし，夏休みに体験教室を実施し

事業拡大を図っています。 

 本年度お宝ガイド養成講座は、先進地でボランティアガイドを学ぶ講座から

地域の歴史を学ぶ座学や布草履づくりなど事業拡大を図っているところです。 

 本年度，運動会については、自治会より選手を集めることが出来ないなどの申

し出があり中止となりましたが、コミ協を中心に公民館も実行委員会に入り、自

治会に負担のかからないスポーツ大会などの計画をしているところです。新規

事業はありませんが、見直しは今後も行っていく予定です。 

 続きまして、中之口地区公民館より説明をお願いします。 

資料１、資料２について説明する。 

 中之口地区公民館の説明が終わりました。 

 ご意見等はありませんでしょうか。 

 高齢者学習支援の中之口大学リニューアル事業がありますが、他の公民館に

比べ、開催が１回で参加人数が２０人では少ないと思うのですがどの様な講座

ですか。 

 この講座は、視察研修事業として行われたものです。重点課題の高齢者学習支

援には入っていませんがほかにも高齢者を対象とした事業は行っています。事

業ナンバー１、２、３などがそれにあたります。 

 高齢者学習支援事業については事業数が少ないので今後検討課題としたいと 

思います。 

続きまして次第（２）平成３１年度新潟市公民館事業の基本方針についての説

明をお願いします。 

（１） 平成３１年度 新潟市公民館事業の基本方針について 

＜資料 3について説明＞

 ただいま、平成３１年度新潟市公民館事業の基本方針についての説明が終わ

りました。ご意見等はありますでしょうか。 

 無いようでしたら、引き続き次第（３）の平成 31 年度公民館事業計画につい

いてに移ります。 

 公民館事業計画につきましては、各館の全説明が終わってから、皆様のご意見

を伺います。 

 それでは、巻地区公民館から説明をお願いします。 
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（２） 平成３１年度 公民館事業計画について 

巻地区公民館 

岩室地区公民館 

西川地区公民館 

潟東地区公民館 

中之口地区公民館 

の順番で説明を行う 

順番に＜資料４について説明＞ 

最後の中之口地区公民館の説明が終わりました。 

皆様のご意見を伺います。 

事業計画については無いようですので、全体を通してご意見を伺います。 

市民ニーズに答えて新しい事業はありましたか、また、保育者の集会は講師 

等を依頼しているのですか。 

巻地区公民館では、夏チャレンジメニューの中で、工場見学、自然科学体験教

室を新しく行う予定です。また、保育者集会は、講師を依頼し、保育者間の交流

も深めています。 

事業を開催されるときは、広報を周知徹底し市民に行き渡るようにしていた 

だきたいと思います。 

 各館から報告をいただきましたが、それぞれ良いところがあります。他館を参

考にして良いところを取り入れれば新しい事業もさらに良いものが出来ると思

います。 

 私は、昭和４７年ころから公民館に関わりを持ちお手伝い等を行って来まし

た。公民館予算は合併前と比べるとかなり減額されており１つの館で行える事

業も減り、お金のかからない事業にシフトしてきています。大きな事業を計画す

る場合などは、それぞれの館長が集まり相談して予算を集めて行うことも一つ

の方法だと思います。 

色々なご意見をいただきました。公民館で検討できることは検討するようお 

願いをいたします。 

これで運営審議会の審議を終わります。 


